
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

平尾中学校だより 

長島町立平尾中学校 平尾 5719 番

TEL・FAX 88―2013 令和４年５月号 

校訓 
 
 前進 

 
※ 新型コロナウイルス感染症の影響で、下記の行事が変更
や中止になることもあります。ご了承ください。 
 
1日(水） １年宿泊学習２日目 ２・３年修学旅行２日目 
2日(木） １年休養措置日 
3日(金) ２・３年休養措置日 
6日(月) Ｂ校時 学校生活アンケート 
7日(火) 上級学校説明会１ 集金日(～9日) 
8日(水) Ｂ校時 防犯教室 ノー部活デー 
10日(金) 上級学校説明会２ 
11日(土) 土曜授業 環境講話  
14日(火) 午前授業 地区総体(～15日) 
15日(水) 午前授業 緑化活動２① ノー部活デー 
16日(木) テスト前部活動停止期間(～23日) 
      生活リズム週間(～23日) 
17日(金) 平尾教育研究会 5時間授業  
20日(月) 歯磨き週間（～24日） 
22日(水) 期末テスト 5時間授業 
23日(木) 期末テスト 5時間授業 ＳＣ来校(13:30～) 
24日(金) 期末テスト 5時間授業 
27日(月) 5時間授業 
29日(水) ノー部活デー 
30日(木) Ｂ校時 専門部生徒会・中央委員会 
 
６月完全下校 
 地区総体まで  １８：５０ 
 地区総体終了後 １８：２５ 

  

 土曜授業にスケッチ大会が実施されました。天気が心配されましたが、活動時間は心地よい日差しの中で、
全校生徒が校区の美しい風景を描きました。熱心にスケッチする姿が地域のあちらこちらで見られ、とても
有意義な時間を過ごしました。作品の完成がとても楽しみです。 

 

避難訓練で命を守る 

 
 ５月２４日に緑化活動を実施しました。一人一
人が自分のできることを考えてプランター運びや
学級園周りの除草などを行っていました。これか
ら苗を植える予定です。再び美しい花がたくさん
咲きそうです。 

6月の行事 

 

 土曜日の 3校時は生徒総会が実施されました。生徒会長の村本さんの挨拶で始まり、議長のスムーズな進行のも
と生徒会役員が的確に説明しました。また、全体での話し合いでは積極的に意見を出し合い活発な活動が見られま
した。 

学校運営協議会が１７日に平尾小学校で開かれました。本運営協議会は小中連携

教育のより一層の充実・発展を目指して、小中合同で立ち上げ、運営しています。

本会には区長、副区長、ＰＴＡ会長、ＰＴＡ副会長、平尾保育園、ぽんぽこ村、学

校職員、関係福祉機関、関係行政機関代表等、１６名の委員の方々が携わっていま

す。協議会会長に山﨑友喜氏、副会長に大迫政喜氏が選出され、地域とともに平尾

の子供たちを育てていくことを共有しました。次回は７月１２日(火)、本校にて開

催し、授業参観や１学期の学校運営進捗状況の報告等が計画されています。 

広い視野をもつ  
                        校長 松久保 謙太郎 

 

「春は入学。花や人が生き生きしてるもをかし。新学期も始まり、寒いと感じていた 

風がすずしくおもえるもいとをかし。」 

これは、廊下に掲示してある２年生の生徒の国語の作品です。古典文学の表現など国 

語の学習の成果をいかし、自分流「枕草子」という四季の美しさを表現した作品をつくっ 

ています。それぞれの作品に工夫があり季節を感じました。 

子どもたちは、コロナ禍ではありますが感染対策をとりながら授業、学校行事、部活 

動など真剣に取り組み、落ち着いた学校生活を送っています。１２日には出水地区陸上大会が開催されまし

た。コロナウイルスの影響で十分な練習ができない状況でしたが、選手の皆さんは、それぞれが最高のパフ

ォーマンスをしてくれました。その結果、共通男子３０００ｍ（２位）、共通男子２００ｍ（４位）、共通男

子１１０ｍハードル（４位）と３種目で県大会出場の権利を獲得しました。３名の生徒のみなさんは県大会

に向けて練習を頑張ってほしいと思います。 

 

さて、人は年齢や経験を積むことによって自分のことだけではなく、周りのことも考えるようになり、自

分以外の人たちの気持ちや考え方を認知する力がついてきます。思春期の子どもたちも思考や判断の範囲が

自分だけではなく、家族、学校の友達、自分が属している集団の知人などへと広がっていきます。さらに年

齢や経験を重ねることで地域社会や国などへともっと思考を広げていくことになります。私たちは、子ども

によく「広い視野をもつように」と言います。それは自分を中心としながらも、自分の周りのことをより広

い範囲でみてほしいからです。視野が狭いと一つの事象や考え方しか見えなくなります。そうなると的確な

状況判断が難しく、単一な思考パターンとなり複雑な問題が発生した時に臨機応変に対応することができま

せん。「どんな賢人でも、その人ひとりの知恵には限りがあって、だから自分の知恵、才覚だけで事を運べ

ば、考えがかたくなになる。視野が狭くなる」これは、経営の神様と呼ばれた松下 幸之助さんの名言です。

視野が狭い原因は、知識や経験の不足が考えられます。知識や経験が不足してしまうとどうしても多様な視

点から物事を考えることが少なくなってしまいます。 

子どもたちには、多様な人との関わりの中で、主体的に学び、多くの生活体験を通して自分の視野を広げ

てほしいと思います。そして新たな視点や考え方をどんどん吸収することで創造的なアイデアを生み出し、

これからの予測が難しい社会の変化に前向きに取り組む力をつけてほしいと思います。 

県大会出場 
 
３０００ｍ 

2 位 3 年 白濵聖奏 
２００ｍ  

4 位 3 年 村本拡輔 
１１０ｍＨ 

4 位 3 年 湊 獅童 

力を合わせて 

学校行事を盛り上げるために 

美しい景色の中で 

ベストを尽くして～雨の中の激走～ 

 地区陸上大会が１２日、阿久根陸上競技場で行われま
した。本校からは１０名の生徒が平尾中学校の代表とし
て参加しました。時折雨に見舞われて、厳しい環境では
ありましたが、一人ひとりがこれまで練習してきたこと
を全力で発揮し、自己ベスト更新者が続出しました。役
員の生徒たちも誠実に自分の役割を果たし、仲間を応援
する態度も素晴らしかったです。 

地域とともに 


